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1990年代のOS"VOS3/AS”

近†卜,情報システムはネットワーーク

を柁とLてワl∵クステーション,部l‖+

コンピュータおよびホストコンピュー

タを純子ナした広地,梯子ナシステム化し

ているり この環塙で,ホストコンピュ

ータには次の機能のり三瑚▲が求められて

いる‖

(1)人規映じBの-‡■古越アクセス

(2)】ll古越コンピューティング能ノJ

(3)人触校センタの塙効率道1†了

ヽrOS3/AS(Vil-tしIalOperとItillgSys-

telllニーAdvaIICed SystenlProdtlCt)は

従米のVOS3システムとの七二操作を保

付し,これらの安求に対んむして,J去城

紹介システムでの｢トータルマネージ

メント サーーバ ンステム+を災+兆する

新OSである｡この新()Sは,16兆(テラ)

バイトのアドレ､ソシング機能を持つ新

アーキテクナヤ〔M/ASA(M series

AdvallCed SystellT Architecture:

図1)〕によるじ_こ大なデータ中川の竹F一目

を山内三で細めて実現し,さらに拡張記

怯をサボーートして,データ人山ノJ処理

オーバへ‥/ドを輯i成しているr〕この機

能の利川により,ソートマージ,大規

柁DBアクセスなどの己■占退化を実現して

いる(､また,階数の爺令プロセリサを,

一つグ)OSでサポートする多_垂プロセッ

サシステムでの処J二り!の_‾艦列実イf範匪lを

拡人し,システムの処坤能力を大幅に

向上させている｡今l_叫,あわせて次の

特長的な機能を強化している‖

(1)船引妄記l怠,ディスク,磁与(テーーブ

ライブラリなどの各ストレージの特作

に合わせた効ヰく的な利什=幾能と,デー

タセットのバックア､ソプ処坪などの道

川で終ストレージを統介l′†勺に管理する

機能(純分ストレーージ管理機能)

(2)校数千丁のVOSニー/ASシステムで構

成したセンタの躾中速転を叶能とし,

さらにその道転をl'1勧化する機能(純子ナ

システムl二l勅運転機能)

(3)システム生成作‾装およびPIj増人帖

の背理作業の負ゎ1を人巾如こ畔滅する機

能

(4)必要処理能ノJの増大に対J心するた

め,校数≠iのⅤ()S3/ASシステムを導

入し,スプール,データセットなどの

資振をJ帥]‾H†能とする機能(ロ【カルネ父

アナプロセッサシステム)

(5)24時間逆転のために,様軌小にシ

ステム構成の変吏を‾吋市引こする機能

川_＼工製作所 情報-_♯‾柴本部 コンビニ′_‥
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図I M/ASAによるデータ専

用の空間

小容量音声メールシステム"ト‖MAl+50V”

j立て一三,オフィスの過イi子は一汗声,デー

タ似でナの時代に入ったが,う電話による

～■与ニ小過イiチは依然として重安であり,効

ヰく的な道川が必紫である｡↑レ=-1t開発L

たHIMAIIノ 5()Vは,小字Fj‾l-i二戸■iリ了メー

ルシステムIjIMAIL6(_)V/65Vc7)甚‾小

磯f肥を肝襲L,小形,醗王.1二で場所をと

J〕ないl祥#卜けi没;群ができるし)

l.主な王特長

(1)電話交樵一千の機能を日動化

f掛勺交検機と連動させ,発イ言者が一汗

ブ王Fガイダンスに従って内線番号をプッ

シュホンで指定すると,交操子に代わ

ってその内線に接続する｡川手が話し

小や甘卜1:のときには,ヰ=-ト先を麿える

ことやゎミi子メ､ソセーージを錨汗すること

もできる〔つ これによr)交検-‾Fの貝印を

減ノブし,またイ那りなど交櫓千が1く在で

も内線に接続することができるだけで

なく,柑`､ト番電盲講の機能をもで㌢わせて

fキつことがきる｡

(2)情報案内サービスをf二J勧化

ユーザーからのけ壬】いf汁)せに対し,

‾汀ア了で情報案内サービスが行えるしつ ユ

ーザーーはフl■､ソシュホンの拭イ竹こよって,

必要な情報を二大々にリlき山すことがで

きるr_,また,‾戸てナ王子によって才一L史を残す

こともでき,テレホンショッビングや

結締怖報案内サービスに効果的である｡

(3)話しlいや恍ナ､1:のときにも辿仁;が可

能である｡

和一‾Fが話し中や冊′丁のとき,伝こ子メ

ッセージを残せる｡また,l]分が招′こf

のとき,電話をかけてきた人にメ､ソセ

ーージを聞かせることもできる｡このよ

うに両接電話ができない州下にも効率

よく意思の疎通が担lれる｡

(4)その他の機能

校数の州‾fへのイ云‾i一子メッセーージを1

1し!Jで済ませる卜‾iJ織機能や,仁王言メッセ

ー､ジの秘密保持ができる親心吏機能など

を持ち,効ヰく化を1ツ1ることができるr,

2.主な仕様

1ⅠIMAIL5()Ⅴの主な什様を表1に

ホす()

(l卜､ンニ‾製作所怖袖‾中濃+く祁 帖何i地†.i

システム寸手業部)

表l 主な仕様

形式

項目
HIMAル 50V

回 線 数 2へノ8回線

音声蓄積時間合計 最大5時間

メールボックス数 最大500メールボックス

複数システム接続数 最大10システム

サービス指定信号 PB信号

外 形 寸 法
幅322ニオ奥行き143メ

高さ496(mm)
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[二重壷匪二二二二二二二二]

日立コードレス オフィス

1987年の電i度ブ去の改正により,ユーー

ザーーが個々に免許をとる必要のない小

電力電波が利用‾叶能となり,家庭川の

コードレス電話の1需要は急激に拡大し

ている｡･一方,事業所構内でも職場を

離れがちなオフィスワーカーの通信手

段として,移動通信のニーズが高まり

つつある｡二のような需要にこたえる

ため,小電力電波をオフィス内電話に

利鞘した｢[丁立コードレス オフィス シ

ステム+を開発した(区=)｡このシス

テムはすでに販売lいのCX200()シリーズ

およぴCX500()シリーズに付加できる｡

l.主な特長

(1)いつでも,どこでも電話が-叶能

構内で,電波のJl了1く範田内であれば

R′I｢(無線電話機)は,どのRC(無線基

地制御装置)とでも接続‾叶能である｡

kTの†)工置は,手動および日動併用で

CXシリーズに発会衣できる｡

システム

(2)PBX内)歳コントローラ

端末付二帯管珂1などコントロール部を

すべてPIうⅩに内蔵しているため,外付

けのコントローラが不要で,吊スペー

ス,‾｢事の簡素化が図れるため安価に

システム構築ができる｡

(3)圏外卜一キ･トー1ンサービス

RTが無線ゾーーンの圏外にいて呼び出

RT(無線電話機)

′ノ/一つL･一

､′′ノーヱーー

/′/1L一一

ノー■Z⊥一･

Lができない場合は,その旨音声メッ

セージまたは特殊トーンで知らせる｡)

(4)PBX内線と同等機能

RTでは,一般のⅠ)BX内線と同等の

サービス機能が提供できる｡

(R+土製作†好 情報事業本部 情報通信

システム事業部)

RC(無線基地制御装置)

≒裏書

≡≒喜喜童

≦≡喜喜喜

ディジタルPBX

CX2000/5000
シリーズ

+

局線

鼓舞′

暫

区= 日立コードレス オフィス システム

フェイシングコントロール

近年,食Ih-.業界では消費者ニーズの

多様化･イ酬ゾ1三化に伴い､メーカー･卸

による小売JJiへの情報提供･経営支援

を子トJている｡特に,売卜げへの影響

が人きい商品陳列提案は重要な支援捕

動の一つである｡商品陳列支援システ

ムとして,すでに呈販店での店舗管理

I‾r叶ナシステムがあるが,今回新たに食

ん■.業界での提案業務内けにフェインン

ブ コントロール エキスパート システ

ム(食品業界向け)を開発した｡

県冊州｡1
憾店名称:コンビニエンス日立

規格:15榊-150ロー1000

(5)26

■仁革坤
′り26P;毯鶴

し2)29

(l)290

r毎て鞘

=‾r v一,■

Z

規格:L5ひ〕-t500-1ウDO

単瀞
現時

禦膠禦

ト望鼠泡

紛議転

ニ象･:軌三

エキスパートシステム(食品業界向け)

1.主な特長

(1)カラーイノーージによる商品表示

商ポーノウ二真をイメージスキャナで入力

することによl),腐Fl占陳列オ犬態をカラ

ーイメージで画和衷ホ･プリンタ巾ノJ

する｡画面表ホ例を区11に示す｡

(2)l‾1動商品陳列

陳列する摘■指の選択(品ぞろえ),商

品稗別ごとCり陳列範幽の設定(ゾーニン

グ)を行うことにより,自動的に商占占を

陳列する｡

公

‾1｢百二子亨‾+1an

区Il 商品陳列画面表示例

S4

(3)多種類の什器をサポート

通常の多段什(じゅう)器のほか,食

占占業界向けにリーチインショ【ケース･

上ド台什器に対Lて商占占陳列できる｡

(4)豊富な陳列編集機能

商■17-の追加･削除･移動･交換など

の基本機能のほか,袋物商.1んの伸縮･

商品を什器の外へ退避させる仮置きと

いった高度な機能を備えている｡

2.主な機能

システムの機能階層を図2に示す｡

(日_＼土製作所 情報事業イこ部 コンピュー

ター事業一部)

フェイシング コントロールエキスパート システム(食品業界向け)

マスタメンテナンス

フェイシングコントロール

商品配置編集

自動フェイシング

ファイルメンテナンス

システム情報設定

図Z システム機能階層図

商品マスタ,カテゴリーマスタ,メーカー

マスタ,什(しゅう)器マスタ,
商品イメージ入九ダンプリスト出力

商品操作,棚段操作,ゾーニング編集,

商品崩別表示,帳票出九 棚段拡大

___販売実績,陳列配置,什器情報(多乱平台),
個店属性
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‾召立志悪癖許

直動形サーボ弁

卜 本発明の背景

Jl三社村♂川二碓な枇∫阜剤刈御は,rl三j蛙機

のJl三‾卜尊王[岸を構ナノ丈するテ山止シリンダに

仇糸たする一山呈占二を,サ=ボ介でr別御する

ことによって子fわれるし,近fT二,フォー

スモータでスプールを巾二接駆動する巾

動形サーボ弁が採川されているが,ス

プーールの端淵;は教場件のコイルばねで

よ付されているた♂),コイルばね糊ノノ▲

仙のばね特件はイくだJ一になるし-)二のた

軒),コイルばねからスプ=ルを-､卜祥ノノ

l｢りに押L付ける伽リノJがヰニじて操作イiチ

リ･に対するサーボ弁のんむアミィトが帆‾卜し,

1トニ仰な枇吋制御を行ううえで限界があ

/-ノた‥

本号己叩jは,スプーールを保持する押竹三

体グ)ばね字引′l三をJ斗･にして,んじ符作を

Irり卜した山勘形サーーボ弁であるLう

2.本直動形サーボ弁の動作

新しい巾軌形サーーボ介を図1に′+ミす--,

スプ11ル①の称郎はコイル(参を巻卜‾りし

たボビン③と連紡されており,(さは③

の外†.削二軋設されたマグネット④と磁

㌔もい川各を形成するt,③と④側の上指令

-しし⑤との】Hルニは内部ヒステリシスを持

Pざ

圧≡ヨ

几′

ちi鳩よfn三川のあるゴム‾製の押件体⑥が

扶持され,(丑をその】t■‾､て位E左でJ左完三_よ

托する‥

そして②に抹什イ‾三言寸に対応Lた電流

を1三‖如し,磁ノJによ一一ニノて(丑を両様軸ソナ

lhルニ椎三軌Lてノ亡=三㊥,油口三シリンダ㊥,

ドレン¢誹りの帥i格を一切根株作する｡⑥

で(彰に対する触りノJおよび批動が防l卜

され,+_トニ確かつ■ご引心符のサー｢ポ介操作

が可能となるこ)

図l 直動形サーボ弁の構成

3.年寺長･効果

スプールが一女完三かつ_1卜條に推什‾叶能

となり,きわめてJ心答竹三の怯三れた‾1l′;二刺

彬サーボ弁が実ヨ丸できる(,

4.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特許第】ほ5929号

(特公昭58-14954号)

｢直動形サーボ弁+

ダウンコイラ

1.本発明の背景

ダ｢7ンコイラはホットストリップを

山越でコイル状にノ巻き取るr設備であるr〕

ダー‾7ンコイラのラッノヾローーラでストリ

ップを抑Jl三してマンドレルに巻き付け

る際に,ストリップ先端泊与がラッパロ

‥ラと衝突Lて人きな衝撃力が発_′卜す

る.､この繊】撃と,これに伴うラッパロ

ーーラの地主動によ′ノてストリ､ソプ(乃巻付

け力が卜分に得られず, トノブマーク

と称するストリップで先端部グ)串ねき

ずの発ごL,およぴストリップ巻付け件

能の恍卜を身卜､ていた｡

本ヲ訂‾リ=ま,ストリップ先端一郎の束ね

きずの発/1‡抑制と,ストリップの一巻付

けノ1′】涌ヒのl叫卜を川るダウンコイラであ

る｡

2.本ダウンコイラの動作

新しいダウンコイラを図1に/Jミす｡

ミル①でJl三ノ旺されたホットストリップ

(診はダウンコイラに送り込まれる｡Jこ

こで(卦の)L端淵;の通過が検汁l器③で検

知され,言汁節二旨旨④で②がマンドレル⑤

に巻き付いた後にラッパローラ⑥を通

過する帖刻を‾jl捕り盲召i辞するしつ④は⑥が

②の)L端部,すなわちコイルグ)段什き

別にi土する‾1事′川Tiにサーボ介⑦を媒イ1三し

て,(昏をストリップ似たi‡を越えた抑離

7ごけコイルの､ト祥ノノ】｢りにジャンビング

させて,コイルのJ三立付き部との術突を

碓ジミに避けるし〉二人に,⑥がコイル♂)f立

付き桃を過.i_占新化椎に⑦を雌作Lて,⑥

がコイルJミ巾fを確り三に押J二Ⅰ三するように

格動させて,スト り･ソブの巻付け件能

をl叫上させるものである.｡

3.特長･効果

ストり･ソプうI亡端部の屯ねきずの発(li

を抑丁糾するととい二,ストリ､ソプ巻付

け件能が巾卜するり

β〆

図l ダウンコイラの構成

4.提供技術

/

ー

r
■
■
■
■

=VS

…]

■ 関連特許の実施許諾

●特許第川75307号

(特公昭62-55448号)

｢帯鋼の巻取装置+

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております-また,ノウハウについてもこ相談に応しておりますので.お気軽にお問い合わせくたさい

お問い合わせ先は‥･株式会社日立製作所 〒100東京都千代田区丸の内一丁目5削号(新丸ビル)電話(03)z川-=4(直通)知的所有権本部ライセンス第二罰特許営業グループ

85
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日麺吉f‾

ロールカップリング保持装置

1.本発明の背景

圧延機では,ロールと,ローールを駆

動するスピンドルをロールカ､ソブリン

グで着脱自在に連結L,ロールの交換

を可能にしている｡

従来は,ロール交換時にロールとカ

ップリングとを切り離して,スピンド

ルだけを保持する構成であった｡その

ため,カ､ソブリングが首だれを起こL,

新ロールの挿人が困難になるという不

具合があった｡この問題を解消したの

が本発明のロールかソブリング保持装

置である｡

2.本発明の動作例

図= に本装置の構成と動作例を示

す｡圧延機のロ【ル(丑は,スピンドル

②に揺動可能に取り付けられたロール

かソブリング③と着脱自在に連結され

ている｡そLてロール組替え時には,

フレーム(彰に取り付けた第1シリンダ

⑤によってローラ⑥を昇降して,スピ

ンドル②をロ【ル交換位置で支持する｡

次にフレーム④にj枚り付けた第2シ

リンダ⑲を操作して,リンク⑦,⑧を

昇降させる｡これらの両リンク⑦,⑧

㊥

〔軒

④

(砂

(垣

¢せン･甘㊥ 0

○

句 血 ④

虹[]工コ

は,
一端はフレーム④に,他端はりン

ク板⑨にそれぞれ凶転可能に連結され,

平行リンク機構を構成している｡

また,カップリング③の外周には保

持リング⑪が装着され,リンク板⑨に

設けたガイド⑫,⑬は,第2シリンダ

⑲の下降操作に基づく前記平行リンク

機構の働きによって保持リング⑪の外

由に接L,平行二状態に保持される｡

Lたがって,ロール交換時に旧ロー

ルをかソブリング③から抜き山Lた際

にも,カップリング③は打だれするこ

図l 圧延機のロールカップ

リング保持装置

となく常に水平ご状態を保ち,新ロール

①のカップリング(卦への挿入も極めて

簡単かつ短時間で行うことができる｡

3.特長･効果

ロールカ､ソブリングを水平二状態に保

持して,ロール交換を容易に行うこと

ができる｡

4. 提供技術

l関連技術の実施許諾

●特許第1252010号

｢ロールカップリング保持装置+
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